様式例・記載例（法第10条第1項第6号関係）


特定非営利活動法人○○○○設立総会議事録

１　日　時　令和××年××月××日　午後○時～午後○時

２　場　所　○○市××○丁目○番地　○○○○　○○会議室

３　出席者数　社員総数〇人のうち〇人出席（うち書面表決者○人、表決委任者○人）

４　議長の選出

５　審議事項

(1) 第１号議案　特定非営利活動法人○○○○の設立について

(2) 第２号議案　特定非営利活動法人○○○○の特定非営利活動促進法第２条第２項第２号

及び同法の第12条第１項第３号に該当することの確認について

(3) 第３号議案　特定非営利活動法人○○○○の定款について

(4) 第４号議案　令和○○年度及び令和○○年度の事業計画及び活動予算について

(5) 第５号議案　設立当初の役員・役員報酬について

(6) 第６号議案　設立代表者選任と権限委譲に関する事項について
６　議事の経過の概要及び議決の結果

(1) 司会者より議長に○○○○氏を指名、満場一致で承認され、議事に入った。

(2) 第１号議案　特定非営利活動法人○○○○の設立について

議長より、当法人設立の趣旨について説明があり、審議の結果、全員異議なく承認可決された。

(3) 第２号議案　特定非営利活動法人○○○○の特定非営利活動促進法第２条第２項第２号及
び同法の第12条第１項第３号に該当することの確認について

続いて当団体が、特定非営利活動促進法第２条第２項第２号及び同法の第12条第１項第３

号に該当することが確認された。　　

(4) 第３号議案　特定非営利活動法人○○○○の定款について

議長より当法人の定款案について提案があり、審議の結果、全員異議なく承認可決された。

（※定款で、事務所の所在地を最小行政区（市町村）までしか記載しない場合、正式な住所を示して議決を得たうえで、議事録にも以下のとおり正式な住所の記載が必要です。）

なお、定款第○条に定める法人の事務所の所在地については、以下のとおりとすることを承認可決した。

主たる事務所　○○○○

従たる事務所　××××（その他の事務所がある場合）

(5) 第４号議案　令和○○年度及び令和○○年度の事業計画及び活動予算について

議長より令和○○年度及び令和○○年度の事業計画案及び活動予算案について提案があり、審議の結果、全員異議なく承認可決された。

(6) 第５号議案　設立当初の役員・役員報酬について

設立当初の役員について提案があり、審議の結果、理事に○○○○氏、××××氏、△△△△氏、□□□□氏、◎◎◎◎氏、●●●●氏、○×○×氏、監事に△○△○氏が選出された。また、役員報酬は初年度なしとすることが全員異議なく承認可決された。

(7) 第６号議案　設立代表者選任と権限委譲に関する事項
議長は、設立代表者を選任し、所轄庁に対する設立認証申請手続にかかる一切の権限を委譲したい旨を述べ、これを議場に諮ったところ全員異議なく賛成した。
設立代表者を互選したところ、次の者が選任され、被選任者はその就任を承諾した。
　　　設立代表者　〇〇〇〇氏
なお、議長から、設立認証申請の手続のために、定款その他の書類について、原案の骨子に変更のない程度の字句の修正については、設立代表者に一任することを諮ったところ、全員異議なくこれを承認された。
７　議事録署名人の選任に関する事項

　議長より、議事録署名人として、××××氏、◎◎◎◎氏を選任したいとの提案があり、全員異議なく承認された。

以上、この議事録が正確であることを証します。

令和××年××月××日

議　　　　長　○○　○○　　印　　　　　

議事録署名人　××　××　　印　　　　　

同　　　　◎◎　◎◎　　印　　　　　

（注意事項）

１　３には、書面表決者又は表決委任者がある場合にあっては、その数を付記する。

２　議決の結果には、「承認可決された」または「否決された」旨を必ず記載する。
謄本を１部提出する


原本は申請者が保管する





記名・押印


又は署名
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